
(13) あいづばんげ議会だより第197号・令和２年４月24日発行

※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

一般一般
質問質問 議員が町政を質す！

　第 １回定例会では、8人の議員が一般質問を行い、2日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、１４ページから１７ページです。

令和２年第２回定例会は、６月４日から６月12日までの会期（予定）です。
一般質問は６月８日（月）、９日（火）午前10時開会予定です。
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、傍聴の際は手指の消毒、マスクの
着用にご協力下さい。

第１回（３月）定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため一般質問を
録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

質問議員（質問順序） 質問項目 頁

１
（議会を代表しての質問）

五十嵐　正　康
①会津坂下町の財政健全化と明るい将来像について
②会津坂下町の産業の活性化について Ｐ14

２ 五十嵐　一　夫
①�町の活性・振興に欠かせない、宿泊企業誘致活動の取り組
みを問う

②交流人口拡大にトイレは喫緊の課題
③生活交通としての公共交通バス対策事業取り組みを問う

Ｐ14

３ 横　山　智　代
①環境・ゴミ減量等について
②教育行政について
③職員の人材育成について

Ｐ15

４ 佐　藤　宗　太
①災害と防災について
②自己財源確保について
③将来に求められるITや国際化へ向けた教育環境について
④冬期間の通学バスの無料化についてどのような検討がなされたのか

Ｐ15

５ 渡　部　正　司 ①地域づくりについて
②役場窓口対応について Ｐ16

６ 小　畑　博　司 ①ばんげ学を進化させ、町の担い手を育てよう
②ふるさと回帰の機運を活かせ Ｐ16

７ 赤　城　大　地 ①第六次振興計画実施計画について Ｐ17

８ 物　江　政　博 ①鳥獣被害について
②町道について Ｐ17
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議
会
を
代
表
し
て
の
質
問

バ
ス
利
用
の
通
院
者
に
お
い
て
は
診

察
後
の
待
ち
時
間
が
長
く
、
バ
ス
待

合
所
は
お
粗
末
、
高
齢
者
に
は
耐
え
が
た

い
、
午
前
便
の
増
便
が
で
き
な
い
の
か
、
タ

ク
シ
ー
と
の
協
力
、
西
会
津
線
と
の
協
力
が

で
き
な
い
の
か
。

　

若
松
や
喜
多
方
へ
の
便
は
通
学
バ
ス
が
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
、
提
携
す
れ
ば
路
線
の
利

便
性
が
向
上
す
る
が
提
携
の
取
り
組
み
が
で

公
債
費
の
平
準
化
の
考
え
と
独
自
財

源
確
保
の
た
め
の
政
策
は
。

基
金
積
み
立
て
の
状
況
や
各
種
財
政

指
標
の
推
移
を
見
極
め
、
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
の
中
で
最
適
な
時
期
に
自
主

財
源
に
よ
る
繰
り
上
げ
償
還
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

独
自
財
源
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
町
税
の

収
納
率
の
維
持
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、

未
利
用
財
産
の
積
極
的
な
活
用
・
処
分
及
び
、

公
共
施
設
に
対
し
て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

事
業
の
実
施
等
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

財
政
健
全
化
施
策
を
問
う

繰
上
償
還
や
独
自
財
源
確
保
に
努
め
ま
す

五十嵐正康議員

問答

町
の
活
性
・
振
興
に
欠
か
せ
な
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
ツ
ー
リ
ス
ト
ホ
テ
ル
の

誘
致
の
必
要
性
、
効
果
、
取
り
組
み
の
姿
勢

に
つ
い
て
問
う
。

企
業
誘
致
と
同
様
に
、
地
域
へ
の
波

及
効
果
が
大
き
い
、
有
意
義
な
取
り

組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

会
津
坂
下
町
で
は
採
算
の
取
れ
る
稼
働
率

６
割
は
大
変
厳
し
い
数
字
で
あ
り
ま
す
。

　

宿
泊
企
業
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
誘
致

に
も
重
点
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
の
製
造
業
を

主
体
と
し
た
企
業
誘
致
と
一
体
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
未
使
用
公
共
設
備
を
活
用
し

た
宿
泊
施
設
へ
の
整
備
に
つ
い
て
も
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
誘
致
の
必
要
性
を
問
う

波
及
効
果
は
大
き
い
と
認
識

五十嵐一夫議員

問答

農
地
の
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
と
高
度
Ｉ

Ｃ
Ｔ 

活
用
に
よ
り
国
際
競
争
力
の

強
化
を
。今

年
度
か
ら
開
始
し
た
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
を
推
進
さ
せ
、

農
地
集
積
の
向
上
を
図
り
ス
マ
ー
ト
農
業
に

対
応
し
た
基
盤
整
備
を
行
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問答 今
後
の
農
業
施
策
の
強
化
は

ス
マ
ー
ト
農
業
の

�

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す

問 一

般

質

問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
取
り

組
み
た
め
の
、
今
後
10
年
間
で
必
要

と
さ
れ
る
予
算
の
規
模
は
。

現
在
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

（
個
別
施
設
計
画
）
の
見
直
し
を
す

る
た
め
、
今
後
10
年
間
に
見
込
ま
れ
る
修
繕

及
び
長
寿
命
化
の
需
要
量
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
基
づ
き
修
繕
・
更
新

費
用
の
平
準
化
を
図
り
、
財
政
に
与
え
る
影

響
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
、
施
設
の
維
持
・

管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問答

ドローンを活用したスマート農業

き
な
い
の
か
等
公
共
バ
ス
対
策
事
業
を
問
う
。

通
学
時
間
帯
の
利
用
は
多
い
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
時
間
帯
の
利
用
が
少
な

い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
生
活
を
支
え
る
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
既
存
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

事
例
等
を
調
査
・
研
究
し
、
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
と
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
タ
ク

シ
ー
券
の
補
助
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
通

学
バ
ス
の
路
線
バ
ス
へ
の
切
り
替
え
は
困
難

で
あ
り
ま
す
。

答こ
れ
も
質
問

問　

交
流
人
口
拡
大
に
ト
イ
レ
は
喫
緊
の
課

題
。

答　

必
要
不
可
欠
で
す
が
、
現
在
の
財
政
状

況
で
は
厳
し
い
で
す
。

　西会津町民バス
野沢坂下線　

坂下町内でも自由に乗
降できると便利になる
のです。
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一

般

質

問

台
風
19
号
に
お
け
る
被
害
の
復
旧
状

況
は
。

浸
水
被
害
家
屋
を
除
き
ま
す
と
、
町

道
の
法
面
崩
落
2
路
線
、
農
地
の
法

面
崩
落
が
３
箇
所
、
用
水
路
等
の
破
損
が
２

箇
所
、
揚
水
機
の
故
障
が
３
箇
所
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
町
道
勝
負
沢
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
９
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
道
片
門
洲
走
線
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

12
月
12
日
に
竣
工
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
地
及
び
農
業
用
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

作
付
前
の
竣
工
を
め
ざ
し
、
復
旧
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
価
格
は
下
げ
ら
れ
な
い
か
！

今
後
も
現
状
の
事
業
を
継
続
し
ま
す

横山　智代議員

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

災
害
の
影
響
を
最
小
限
に
く
い
と
め

る
よ
う
な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い
っ
た
考
え

方
を
基
本
に
、
そ
の
必
要
性
や
役
割
、
防
災

訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
等
に
つ
い
て
、
広

く
地
域
住
民
に
啓
蒙
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
課
題
は

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す

佐藤　宗太議員

問答

河
川
氾
濫
地
域
の
現
状
と
対
策
は
。

水
害
で
被
災
す
る
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
も
に
細
工
名
地
区
と
片
門

地
区
で
あ
り
、
河
川
増
水
に
よ
る
内
水
氾
濫

が
原
因
で
あ
り
、
現
在
、
国
及
び
県
に
お
い

て
、
阿
賀
川
と
只
見
川
の
河
道
掘
削
工
や
築

堤
護
岸
工
の
河
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
内
水
氾
濫
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
只
見
川
の
河
川
改
修

工
事
に
お
い
て
は
、
毎
回
浸
水
す
る
箇
所
に
、

排
水
用
の
大
型
集
水
桝
の
設
置
を
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

問答

ゴ
ミ
袋
の
品
質
・
価
格
に
つ
い
て
伺

う
。

ゴ
ミ
袋
の
品
質
は
、
材
質
に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
を
使
用
。
可
燃
袋
で
０
．０

３
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
不
燃
袋
で
０
．０
４
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
取
り
扱
い
上
の
注
意
は

ロ
ー
ル
を
束
ね
て
あ
る
紙
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
引
っ
張
り
に

強
く
、
伸
び
に
く
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま

す
。
以
前
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
の
袋
に

比
べ
、
燃
や
し
て
も
有
害
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
の
発
生
も
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
素
材
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
材
質
を
使

用
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格

で
す
が
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
及
び
排
出
者

の
負
担
の
公
平
化
を
目
的
に
ご
み
処
理
有
料

化
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
処
理
手

問答

学
校
給
食
費
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

本
町
の
学
校
給
食
の
食
材
費
に
つ
い

て
は
保
護
者
負
担
と
し
、
調
理
や
運

搬
等
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
る
費
用

は
、
今
ま
で
通
り
町
が
負
担
す
る
考
え
で
す
。

教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
の
給
食
費

は
全
額
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
助
成
は
で
き
な
い
か

食
材
費
は
保
護
者
負
担
と
し
て
い
ま
す

こ
れ
も
質
問

問　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

答　

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
町
政
発
展
の
た
め
に
は
、
人
材
育
成
は
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

問答

問 数
料
は
基
金
と
し
て
積
み
立
て
し
、
廃
棄
物

処
理
施
設
の
整
備
及
び
廃
棄
物
減
量
化
推
進

事
業
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
現
状
の

ご
み
処
理
有
料
化
事
業
の
継
続
を
維
持
し
て

参
り
ま
す
。

材質（ポリエチレン）を
見直してほしい要望があ
る「破れやすいゴミ袋」

水害に対応する消防団



(16)あいづばんげ議会だより第197号・令和２年４月24日発行

一

般

質

問

令
和
２
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
る
地
域

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
な
に
か
。
町
職
員
に
よ
る
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
指
導
監
督
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

常
勤
職
員
と
し
て
各
コ
ミ
セ
ン
に
1

人
配
置
し
ま
す
。
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

中
心
的
担
い
手
と
し
て
、
各
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
把
握
に

努
め
、
地
域
の
人
材
を
活
か
す
「
地
域
課
題

解
決
型
」
の
取
り
組
み
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
町
職
員

２
名
を
配
置
し
、
業
務
管
理
、
庁
内
関
係
部

署
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
補
佐
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
へ
の
町
長
の
関
与
は

地
域
づ
く
り
推
進
会
議
を
設
置
し
ま
し
た

渡部　正司議員

ば
ん
げ
学
を
進
化
さ
せ
、

 

町
の
担
い
手
を
育
て
よ
う

今
後
も
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、

町
の
課
題
を
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
子
供
を
育
て
た
い

小畑　博司議員

町
は
坂
下
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

副
読
本
を
作
り
小
学
生
か
ら
学
ば
せ

て
お
り
ま
す
が
、
魅
力
だ
け
で
は
な
く
町
の

課
題
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
く
学
び
へ
の
進

化
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
小
学
３
年
生
に
「
副
読
本
」

を
配
布
し
、
町
の
産
業
や
伝
統
行
事

に
つ
い
て
学
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
は
「
職
業
体
験
学
習
」
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
育
ん

で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
と
学
校
が
連

携
し
町
の
課
題
を
共
に
考
え
ら
れ
る
子
ど
も

を
育
て
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

問答

窓
口
で
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
事
件
・

事
象
）
の
捉
え
方
を
ど
う
考
え
、
実

践
し
て
い
る
か
。

事
務
や
接
遇
に
お
い
て
、
様
々
な
事

象
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と
が
基
本
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
象
を
発
見
し
た
も
の
は
、

遅
滞
な
く
上
司
等
に
報
告
し
、
事
象
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
原
因
調
査
や
再

発
防
止
策
等
の
検
討
・
共
有
を
図
り
、
注
意

喚
起
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問答 窓
口
対
応
へ
の
苦
情
処
理
は

 
ど
う
し
て
い
る
か

窓
口
の
改
善
等
を
し
て
い
ま
す

地
域
づ
く
り
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
態
は
な
に
か
。

持
続
可
能
な
活
動
と
し
て
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
設
を
重
点
事
業
に
掲
げ
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
・
販

売
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
収
益
金

を
地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

問答

集い合う地域イベント
（若宮地区町民大運動会）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
全
国
で
５
０

０
０
名
を
超
え
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
せ
よ
。

地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
や
、
後

継
者
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に
、
ふ

る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
す
こ
と
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答 ふ
る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
せ

町
の
課
題
解
決
に
は
有
効
と
考
え
ま
す

郷土を知るために、
もっと活かせ副読本
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一

般

質

問

じ
る
。
こ
れ
ら
は
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
相

乗
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
町
内
に
お
け

る
雇
用
創
出
や
経
済
の
活
性
化
な
ど

同
様
の
目
的
を
有
し
た
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
よ
り
一
層
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
空
き
店
舗
へ
の
運
輸
関
連
企

業
の
誘
致
な
ど
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
幅
広
い
視
点
を
持
ち
、
関
連
す
る
事
業
を

つ
な
げ
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
街
な
か

の
賑
わ
い
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

来
年
度
よ
り
本
格
的
に
始
動
す
る
若

者
集
会
で
の
提
案
は
ど
の
よ
う
に
施

策
に
取
り
入
れ
ら
れ
予
算
措
置
が
な
さ
れ
る

の
か
。

若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

は
、
具
体
的
に
は
坂
下
高
等
学
校
、

会
津
農
林
高
等
学
校
の
生
徒
が
地
域
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
り
、
会
津
大
学

短
期
大
学
部
青
木
ゼ
ミ
の
学
生
に
高
校
生
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
事

業
全
体
の
運
営
に
つ
い
て
は
一
般
社
団
法
人

会
津
坂
下
青
年
会
議
所
と
の
連
携
に
よ
り
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
多
く
の
若
者

の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
「
若
者
集
会
」
か
ら

の
提
案
に
は
、
地
域
に
活
力
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま

す
。

若
者
集
会
で
の
提
案
に

 

予
算
付
け
は
可
能
か

必
要
な
予
算
を
確
保
し
ま
す

赤城　大地議員

町
道
の
安
全
対
策
の
施
策
を
問
う

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
処
す
る

物江　政博議員

町
道
に
自
動
車
が
安
全
に
運
行
す
る

た
め
に
施
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
が
少

な
い
理
由
を
伺
う
。

通
学
路
等
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
、
あ
え
て
車
道
幅
を
外

側
線
に
よ
り
５
．５
ｍ
以
下
に
し
、
自
動
車

交
通
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
を
促
す
施
工
も
し
て

い
る
。
ま
た
、
幹
線
道
路
等
の
ラ
イ
ン
が
薄

く
な
っ
て
い
る
個
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警

察
署
を
含
め
た
関
係
機
関
に
よ
る
通
学
路
等

に
お
け
る
合
同
安
全
点
検
に
よ
り
要
望
さ
れ

た
箇
所
を
順
次
施
工
し
、
道
路
交
通
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

問答

問答従
来
の
中
心
市
街
地
に
と
ら
わ
れ
な
い

 

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

�

施
策
を
行
い
ま
す

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
と
企
業
誘

致
推
進
事
業
は
従
来
の
中
心
市
街
地

や
工
場
誘
致
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

問

答

東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

都
市
計
画
道
路
「
坂
下
喜
多
方
線
」

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
道
路
築
造
工
事

が
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。
事
業
遂
行

に
当
た
っ
て
は
工
事
費
、
移
転
補
償
費
の
高

騰
と
と
も
に
水
路
の
築
造
工
事
が
町
単
独
費

に
よ
る
施
工
と
な
る
。
今
後
は
計
画
的
に
保

留
地
処
分
を
進
め
費
用
を
ね
ん
出
し
な
が
ら
、

当
該
路
線
の
整
備
を
進
め
た
い
。

問答
なんとか活用できないか空き店舗

以
前
、
購
入
し
た
捕
獲
用
罠
の
活
用

を
伺
う
。

被
害
状
況
や
生
息
状
況
を
調
査
し
、

当
町
が
保
有
す
る
捕
獲
用
罠
を
活
用

し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
鳥

獣
の
個
体
数
の
減
少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答 当
町
の
鳥
獣
被
害
対
策
を
問
う

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

�

を
活
用 早急な安全対策が望まれる原街道


